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図2:赤外レー ザーを加えた場合のアセチレンの
モデルハミルトニアンのダイナミックス
(a)反応座標の平均値の時間変化
(b)反応座標の標準偏差の時間変化
御可能性｣とは何なのか｡量子計算の研究から明らかなように､有限次元のヒルベルト空間では､
原理的にはすべての系が制御可能であるO従って､反応過程の制御可能性を議論するには､制御
の容易さを定量化する指標が必要となろうO
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